
紙
面
の
都
合
で
一
部
を
掲
載
し

ま
し
た
。

全
文
は
市
役
所
３
階
企
画
室
で

閲
覧
で
き
る
ほ
か
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

来
そ
の
も
の
で
す
。「
す
べ
て
の
子
ど

も
を
す
べ
て
の
市
民
が
支
え
る
」。
そ

の
思
い
を
共
有
し
、
子
育
て
フ
ァ
ー
ス

ト
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

新
年
度
は
学
校
給
食
費
の
保
護
者
負

担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。
第
３
子
以
降

は
無
償
化
し
ま
す
。
新
設
し
た
『
子
ど

も
未
来
基
金
』
に
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

金
を
積
み
立
て
、
活
用
し
ま
す
。
メ
ニ

ュ
ー
を
工
夫
し
、
食
育
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
度
か
ら
対
象
を
高
校
生
年
齢

ま
で
拡
大
し
、
所
得
制
限
も
撤
廃
し
ま

し
た
。
高
校
生
年
齢
は
こ
れ
ま
で
、
申

請
に
よ
る
償
還
払
い
方
式
で
実
施
し
て

き
ま
し
た
が
、
新
年
度
は
８
月
診
療
分

か
ら
現
物
給
付
方
式
に
変
更
し
、
手
続

き
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
子
育
て
支
援
な

ど
の
自
主
財
源
を
生
み
出
し
、
地
場
産

品
の
販
路
を
拡
大
し
既
存
産
業
を
活
性

化
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
地
場
産
業

の
創
出
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
重
要
な
制

度
で
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
し
て
銚

子
を
応
援
す
る
応
援
人
口
の
増
加
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
策
定
し
た
『
銚
子
市
ふ

る
さ
と
納
税
推
進
ビ
ジ
ョ
ン
』
で
は
、

令
和
７
年
度
ま
で
に
寄
附
額
を
10
億
円

に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
目
標
と
し
ま
し

た
。
魅
力
的
な
返
礼
品
の
開
発
、
中
間

事
業
者
の
絞
り
込
み
を
行
い
、
目
標
達

成
を
め
ざ
し
ま
す
。

公
民
連
携

　

限
り
あ
る
行
政
資
源
だ
け
で
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
市
民
・

地
域
・
団
体
・
民
間
企
業
な
ど
が
持
つ

力
を
掘
り
起
こ
し
、
つ
な
ぐ
こ
と
に
よ

り
新
た
な
力
を
生
み
出
し
て
い
く
「
公

民
連
携
」が
重
要
で
す
。
新
年
度
は「
公

民
連
携
事
業
室
」
を
設
置
し
、
機
動
性

を
発
揮
し
な
が
ら
、
優
先
的
に
取
り
組

む
べ
き
課
題
の
解
決
を
図
り
ま
す
。

　

銚
子
市
で
は
多
く
の
個
人
・
団
体
が

環
境
美
化
・
福
祉
・
教
育
・
子
育
て
な

ど
幅
広
い
分
野
で
活
躍
し
、
ま
ち
づ
く

り
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
各
種

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
深
め
な
が
ら
、
公
民
連
携
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

Ｄ
Ｘ
の
推
進

　
『
銚
子
市
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
』
に
基
づ

き
、
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
（
デ
ジ
タ
ル
変
革
）
を
進
め

ま
す
。

　

新
年
度
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

使
っ
て
住
民
票
や
印
鑑
証
明
書
を
コ
ン

ビ
ニ
で
取
得
で
き
る「
コ
ン
ビ
ニ
交
付
」

を
実
施
し
、市
民
の
利
便
性
を
高
め
ま
す
。

　

今
後
も
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
や

連
携
を
通
じ
て
、
さ
ら
な
る
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
を
築
き
、『
総
合
計
画
』
の
ビ

ジ
ョ
ン
で
あ
る「
握
手
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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令
和
5
年
度
施
政
方
針

食
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ち
！

問 

企
画
室 

☎（
24
）８
９
０
４

銚
子
市
は
本
年
、
市
制
施
行
90
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
市
制
施
行

の
都
市
ビ
ジ
ョ
ン
に
立
ち
返
り
、
市
民

福
祉
の
た
め
に
邁
進
す
る
決
意
を
新
た

に
し
ま
す
。

洋
上
風
力
が

ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ

　

銚
子
市
沖
の
洋
上
風
力
発
電
に
つ
い

て
は
、
三
菱
商
事
を
中
心
と
す
る
事
業

者
か
ら
提
出
さ
れ
た
計
画
が
昨
年
12
月
、

国
の
正
式
な
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
令

和
10
年
の
運
転
開
始
に
向
け
、
手
続
き

が
進
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
計
画

を
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
し
、
13
メ
ガ
ワ
ッ

ト
の
大
型
風
車
31
基
が
銚
子
市
沖
に
設

置
さ
れ
ま
す
。
発
電
出
力
は
４
０
３
メ

ガ
ワ
ッ
ト
、
年
間
で
一
般
家
庭
25
万
世

帯
分
に
相
当
す
る
電
力
が
銚
子
の
海
で

生
み
出
さ
れ
ま
す
。

　

銚
子
市
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ

「
食
の
ま
ち
」
と
し
て
発
展
し
て
き
ま

し
た
。
洋
上
風
力
に
よ
り
、「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ち
」
と
い
う
新
た

な
特
色
が
生
ま
れ
ま
す
。
人
間
が
生
き

る
上
で
欠
か
せ
な
い
食
料
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
生
産
し
供
給
す
る
。
地
産
地
消
で

き
る
。
こ
れ
ほ
ど
豊
か
な
価
値
と
魅
力

を
持
つ
ま
ち
は
あ
り
ま
せ
ん
。
洋
上
風

力
を
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
変
え
、
銚
子
創
生
に
挑
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

子
育
て
フ
ァ
ー
ス
ト
の

ま
ち
づ
く
り

　
「
子
ど
も
は
地
域
の
宝
、
未
来
の
希

望
で
あ
る
。
銚
子
市
の
豊
か
な
自
然
・

食
・
人
・
文
化
の
中
で
、
地
域
社
会
が

助
け
合
い
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る

こ
と
は
、
銚
子
市
民
す
べ
て
の
願
い
で

あ
る
」。
こ
の
理
念
を
掲
げ
、『
銚
子
市

子
ど
も
未
来
基
金
』
を
設
置
し
ま
し
た
。

若
い
世
代
の
「
子
ど
も
を
産
み
育
て
た

い
」
と
い
う
願
い
を
か
な
え
、
子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
応
援
す
る
た

め
の
基
金
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
未
来
は
、
銚
子
の
未
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